
昭和55年8月5日

区のお知らせ
第 515 号(

1
) 足立区編集/ 企 画 部 広 報 課

足立 区千 住 一丁 目4- 18
( 882) 1111

第二庁舎　( 889) 6161

人 口・面 積( 55. 7. 1)

世 帯209, 925
人 口626, 622
男317, 098
女309, 524

面 積53. 25 ㎞2
人口密度11, 768 人/ km2

み

ん

な

で
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

わ
が
ま
ち
の

住
区
施
設
が
発
足

基
本
構
想
の

実
現
へ

ここ十数年、都市化の波か打

ち寄せるなかで、人々
かそれぞ

ればらばらな欲求を遮い続けて

いるうちに、いつのまにか、地

域社会においてはぐくまれてき

たあたたかい人間性が、失なわ

れていく傾向がみられます。

足立ぼでは、一
昨年基本構想

を策定しましたか、区の望まし
い将米
像として
、「
連帯して
築

く心のふ
れあいの
豊かなまち」

を、ひとつの
'柱として
掲げ、そ

の
施策として「
地域社会の
連帯

とコ
ミュ
ニティ形
成」をすすめ

る指針を打ち
出しまし
气

こ
れは、現代
社会において
失

われか
ちな住民相万の
連帯感を

とり
もとし、
庄民自らが自工
性

と主体性をもって
、まちづくり

の
ため
に責任を自覚し
、行
動で

きる地域社会
を形
成するこ
とを

めさすものです。ここに、人間

性豊かな、心のふれあいの
ある

まちか可能となります。

区は、その基盤として、施設

の整備をすすめ、住民の自主的

な活動や連帯の場を提供してい

くことにつとめることを、基本

的姿勢としています。

このような考え方に基づき、

本年度から開設される児童館、

老人館、集会室をひとつにした

施設
(住区施設
)を。区
が建設

し、地域の皆さんの手で、自主
的に管理・
運営してい
ただくよ

うに
すすめてい
ます。

活用
も
いろいろ

地域の人
びと
が、
こ
のふ
れ

あいの
豊かなまち
づくり
」をす

すめてぃ
くには、い
ろい
ろな方

法
があり
ます。

区では
、ひ
とっ
の方法として
、

庄区単
位に、区民の
皆さんが心

のふ
れあえ
る盾動
をしてい
く場

として
住区
施設
を建設し
、住民

相互の
連帯を深め、
自主的なコ

ミュニ
ティ活動を
繰りひろけて

いく道をひらくようつとめてい

ます。
こ
の施設は、子
供の遊
び場、

活動の場で
ある「
児
童館」、お

年寄りのいこ
いの場で
ある「
老

人館」、そして
地域の人
ぴとの

話し合いや講習会等
がで
き
る

「
集会
施設
」の三
施設
を、ひとつ

の
建物にまとめ、それ
ぞれの設

置目的を十分に生かしな
がら、

し
かも施設全体を住区
施設
(コ

ミュニ
ティ
セン
ター
)として
、

地域住民に幅広く活用して
もら

うようになって
います
。そして
。

こ
の住区施設が
、地域
住民のコ

ミュニ
ティ
センターとして
中心

的な役割を杲して
いくこ
とを目

的として
います
。そのために
、

児童館
、老人館も
、休館日や夜

間には地域の人びとの集会
施設

として
、使用で
きます
。

たとえ
ば
、老人館の「大
広間
」

が地域
住民の
寄り
合いの場
とな

り
、「娯楽室
」がご婦人の
着物

着付
教室やい
け花捫習
会等の
会

場
に
、また児
童館の「工作
室
」

を利用して料
理教室を開催
する

こともできます
。

このように
、施設を多目的に

盾用し
、地域の人ぴとが自分た

ちの施設として親しみをもち
、

愛着を感じ
、それゆえに大事に

使用していくことが望まれ
ま

す
。

地
域
に
根
ざ
した

施
設
づく
り
を
め
ざし
て

設計から住民参加

地域の
広場
となるよ
うな施設

をつ
くるには
、区民と
行政の
相

互理解と協力
が
、重要に
なりま

す
。そこで
、今後建設される住

区
施設は
、設計の
段階から
、完成

後の
管理運
営にい
たるまで
兔

地域住民の方
がたとの
話し
合い

をもとに
、すすめて
いく必要か

あります
。地域住民の
方
がたと

行政との
よりよいコミュニ
ケー

シ
'ン
が、地域の
皆さんに親し

まれる施設
づくりを可
能にしま

す。この
施設で
、地域の
皆さん
が

積極的な活動を展開し、コ
ミュ

ニティ形
成の場として
活用して

いただくこ
とを願って
います
。

すで
に、こ
の方式による施設

づくりが、五反野地区の住区
施

設
(住区センター
)の建設に
お

いて
すすめられて
います
。

住民による
管理・
運営

先月の
十日から
、江北・
梅島・

青井の
三地区で
住区施設の自主

管理運営かスタートしました
。

こ
れは
、地域住民か自主的に

組織した公共的団体
(住区セン

タ
ー管理運
営委員会
)が区と委

託契約を輔んで
、住区施設の
管

理運営を行うという
もので
す
。

管理運営委員会は
、地元の
町会
。

自冶会をは
じめとして
、婦人会
、

地区少年団
体協議会
、青
少年対

策地区委員会
、青少年委員
、体育

指導委員
、保護司
、民生委
員
(児

童委員
)、P
T
A、老人クラ
ブ
、

商店連合会
、ボランティア
団体

など広範な人
びとの
参加
を得て

組織されてい
ます
。この
管理連

営委貝会に
よって
、児
童館・
学

童保育・
老人館
事業をは
じめ
、

地域住民の
ための
さまざまな活

動を創意と工
夫をこ
らして
展闘

していこ
うというもので
す
。

こ
うし
た
、住区
施設を中心と

し
た事業や活
動を通じて
、地域

の
人ひ
とが
、み
ずからの
手で
。

「心のふ
れあいの
豊かなまち
づ

くり
」を推進して
いくこ
とが
、

期待されて
いるので
す
。

問
合せ
先
　福祉部住に
施設運倉

組織育成担当

区では、人びとの日々の暮しを支えている地域社会を見直し、みんなの手で新しい時代の新
しい連帯をつくり出そうと、動き出しました。

住区・ブロックとは

□
住
区

区
で
は
、
［
連
帯
し
て
築
く
、

心
の
ふ
れ
あ
い
の
豊
か
な
ま
ち
]
 
(

基
本
構
想
)
を
築
い
て
い
く
た

め
の
ひ
と
つ
の
単
位
と
し
て

、小

学
校
の
通
学
区
域
程
度
の
ひ
ろ
が

り
を
、
「
住
区

」
と
考
え
て
い
ま

す
。
「
庄
弓

は
、
子
ど
も
た
ち

か
毎
口
遮
び
ま
わ
っ
て
い
る
範
囲

や
。
主
婦
た
ち
か
岬
段
の
買
物
そ

し
て
い
る
範
囲
な
ど
、
多
く
の
住

民
の
方
々
の
日
常
生
活
に
結
び
つ

い
た
活
動
領
域
と
考
え
る
こ
と
か

で
き
ま
す
。

□
ブ
ロ
ッ
ク

区
で
は
、
幹
線
道
路
や
河
川
等

を
境
と
し
て
、
区
内
を
十
三
の
地

域
に
区
切
り
、
『
ブ
ロ
y
ク

』
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
「
ブ
ロ
y
ク

」

は
、
約
半
径
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区

域
程
度
の
ひ
ろ
が
り
を
も
ち
、「
住

区

」と
区
全
体
と
の
間
の
媒
介
的

領
域
と
し
て
。
「
住
区

」と
と
も

に
『
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

』
を
す

す
め
て
い
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
単

位
と
考
え
る
こ
と
か
で
き
ま
す

。

長 谷 川 区 長 死去

昭
和
四
十
八
年
、区
長
に
就
任
以
来
七
年
余
、昭
和

四
年
足
立
区
役
所
奉
職
以
来
五
十
一
年
余
の
長
き
に
わ

た
り
、区
政
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
区
長
長
谷
川
久
勇
氏

は
、日
本
大
学
医
学
部
付
属
板
橋
病
院
に
入
院
加
療
中

の
と
こ
ろ
、七
月
二
十
九
日
午
前
○
時
二
十
五
分
、肺

癌
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
七
十
三
歳
。

葬
儀
は
、七
月
三
十
一
日
午

後
一
時
か
ら
普
賢
寺
に
お
い

て
、し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、八
月
四
日
午

後
一
時
か
ら
、区
立
文
化
会
館

に
お
い
て
、多
年
に
わ
た
る
区

政
進
展
に
尽
さ
れ
た
ご
功
績
を

た
た
え
る
、足
立
区
葬
が
多
数

の
会
葬
者
の
も
と
に
、故
長
谷

川
久
勇
氏
の
ご
遺
徳
を
偲
ん
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、慎
し
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
、ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

長 谷 川 区 長 略 歴

明
治
4
0年
5
月
1
7日
生
(
満
7
3歳
)

昭
和
4
年
4
月
 
 
東
京
府
酣
葛
飾
郡
南

綾
瀬
町
役
場
書
記
補

昭
和
2
3年
4
月
 
 
足
立
区
役
所
経
理
課

長

昭
和
2
4年
1
0月
 
 
経
済
課
長

昭
和
2
5年
1
0月
 
 
梅
島
支
所
税
務
課
長

昭
和
2
6年
1
1月
 
 
税
務
課
長

昭
和
3
0年
7
月
 
 
総
務
課
長

昭
和
3
5年
1
2月
 
 
収
入
役

昭
和
3
9年
1
2月
 
 
収
入
役
再
任

昭
和
4
4年
2
月
 
 
助
役

昭
和
4
7年
1
1月
 
 
区
長
職
務
代
理
者

昭
和
4
8年
4
月
 
 
区
長
に
就
任

昭
和
5
0年
4
月
 
 
公
選
区
長
就
任

昭
和
5
4年
4
月
 
 
公
選
区
長
再
選

江北コミュニティセンター
梅島住区センター
青井住区センター

自主管理で

7月10日スタート

みんなで施設を

育てましょう

集
会
施
設
。
児
童
館
。
老
人
館

か
ら
な
る
江
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
(
江
北
一
丁

个

二

富
(

九
〇
-
六
二
二
四
)

、
梅
鳥
僅

区
セ
ン
タ
ー
(
梅
鳥
一
丁

一
四
-

五

営
(
四
九
-

六
三
七
四
)

、

青
井
住
区
セ
ン
タ
ー
(
青
井
五
-

一
一
-
四
〇
-

一
〇
一
 
曾
(

五

二
-
三
七
五
〇
)

が
、
地
域
住
民

の
組
織
に
よ
る
自
主
管
理
で
、
七

月
十
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し

た
。こ

れ
は
、
区
の
基
本
構
想
に
基

づ
い
て
。
地
域
社
会
に
お
け
る
住

民
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る

よ
う
に
。
住
区
施
設
を
運
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
新
し
い

試

み
で

す
。建

物
は
、
江
北
か
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ニ
階
建
て
の
単
独
施
設
。

梅
島
は
同
じ
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ニ
階
建
て
で
、
第
十
一
出
張
所

と
併
設
。
青
井
は
都
住
宅
供
給
公

社
ア
パ
ー
ト
の
一
階
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
と
も
集
会

施
設

(
会
議
室
)
、
児
童
館
(
遊
戯
室
・

工
作
室
・
図
一

室
・
育
成
室
)

。

老
人
館
(
大
広
間
・
娯
楽
室
・
相

談
室
)
、
事
務
室
、
そ
の
他
か
ら

搆
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

・

集
会
施
般

会
議
室
は

、
定
員
四
十
？
五
十

名
で
.
講
習
会
・
研
修
会
そ
の
他

の
会
合
に
利
用
で
き
ま
す
.
ま
た
.

児
童
館
・
老
人
館
の
休
館
日
と
夜

間
は
.

全
館
を
庄
区
集
会
施
設
と

し
て
多
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

利
用
時
間
帯

午
前
.
午
後
.
夜

閧
の
三
区
分
で

、
連
続
利
用
も

で
き
ま
す

開
館
時
間

午
前
九
時
？
午
後
九

時
(
青
井
は
.
午
後
十
時
ま
で
)

休
館
日

毎
月
第
三
月
曜
日
(
清

掃
休
館
日
)
、
お
よ
び
年
末
年

始
(
十
二
月
二
十
九
日
？
一
月

三
日
)

申
込
方
法

利
用
日
の
三
ヵ
月
前

か
ら
セ
ン
タ
ー
の
受
付
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
(
電
話
に
よ
る

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

・

児
重
館

遊
戯
室
に
は
、
卓
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

。
囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ

ゲ
ー
ム
な
ど
が
備
え
つ
け
て
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
工
作
室
、図
書
館
、

育
成
室
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に

心
じ
た
没
贍
が
整
っ
て
い
ま
す

。

開
館
時
間

午
前
九
時
?
午
後
五

時
休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第

三
日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
.

お

よ
ぴ
年
末
年
始
(

十
二
月
二
十

九
日
?
一
月
三
日
)
.
た
だ
し
、

青
井
は
.
こ
ど
も
の
日
を
除
く

国
民
の
祝
日
も
休
館

Ｓ
老
人
館

大
広
間
や
娯
楽
室
に
囲
蒼
・
将

棋
が
あ
る
ほ
か
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
セ
ヴ
ト
も
あ
り
、
体
育
指
導
委

員
に
よ
る
指
導
も
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
。
梅
鳥
に
は
浴
室
の

設
備
か
あ
り
、
江
北
・
青
井
に
は

い
ま
お
年
寄
り
の
方
々
に
大
変
人

気
の
あ
る
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
か
入
り

ま
す
。

開
館
時
間

午
前
九
時
？
午
後
五

時
休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第

三
日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
.

お

よ
ひ
年
末
年
始
(
十
二
月
二
十

九
日
～
一
月
三
日
)
.
た
だ
し
.

青
井
は
.
敬
老
の
日
を
除
く
国
民

の
祝
日
も
休
館

○
利
用
方
法
・
運
営
等
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
各
セ
ン
タ
ー
へ

ど
う
ぞ
.
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安

全

な

食

生

活

の

た

め

に

私
た
ち
の
食
卓
で
人
気
の
あ
る

『
魚
の
ひ
も
の
』
を
試
買
テ
ス
ト

各
家
庭
の
食
卓
で
数
多
く
み
ら
れ
る
干
(
ひ
)
物
の
試

買
テ
ス
ト
を
、
都
内
七
区
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
合
同
で

行
い
ま
し
た
。調
査
の
結
果
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
〝我
が

家
の
食
生
活
〟の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

7 区消費者センターで合同調査

一
四
四
点
を
調
査

干
(
ひ
)
物
は
、
古
く
か
ら
存
在
し

た
食
品
の
加
工
方
法
で
、天
日
・
加
熟

乾
燥
な
ど
に
よ
り
水
分
を
減
ら
し
、

細
菌
の
繁
殖
を
お
さ
え
、
腐
敗
を
防

弌

保
存
性
を
高
め
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
最
近
は
う
す
塩
の
生
干
(

ぽ
)
し
i
水
分
か
多
い
I
か
好
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
存
方
法
に

注
意
を
要
す
る
も
の
か
多
く
み
う
け

ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
で
は
、都
内
の
六
区
(
板

橋

、
大
田
、
杉
並
、
世
田
谷
、中
野

、

目
黒
)

の
各
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、

干
物
の
鮮
度
を
調
べ
て
み
ま
し
倥

今
回
調
査
し
た
も
の
は
、
マ
ア
ジ
の

開
き
七
三
点
、
サ
バ
の
文
化
干
し
七

一
点
の
合
計
一
四
四
点
で
す
。

水

分

一
般
に
細
菌
は
、
食
品
中
の
水
分

か
四
〇
%
以
下
に
な
る
と
繁
殖
し
に

く
く
な
り
、
食
品
の
腐
敗
が
防
げ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ア
ジ
の
開
き
で
平
均
水
分
六
(

・
五
%
、
サ
バ
の
文
化
干
し
で
平
均

水
分
六
〇
・
九
%
も
あ
り
ま
し
た
。
(

表
一
参
照
)

こ
の
結
果
、
干
物
と
い
う
よ
り
、

鮮
魚
と
し
て
扱
う
方
が
よ
い
と
思
わ

れ
、
貯
蔵
と
い
う
目
的
か
ら
は
違
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

表一 水分テスト結果( 足立区)

l ' 鱗皿 は 食扁 螺準 成 分俶幣 漾I Iる. GJ

鮮
度
テ
ス
ト

食
品
が
腐
敗
す
る
と
い
や
な
奥
い

か
し
ま
す
。
そ
こ
で
食
品
が
ど
の
程

度
腐
敗
し
た
か
を
調
べ
る
場
人‥
、
こ

の
臭
い
の
な
か
に
あ
る
マ
ン
モ
ニ
ア

な
ど
の
揮
(

き
)
発
す
る
成
分
の
景

を
調
べ
ま
す
。

こ
れ
を
「
揮
発
性
塩
基
態
窒
素
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
一
般
に
、
揮

発
性
塩
基
態
窒
素
の
値
は
、
一
〇
〇

グ
ラ
ふ
中
に
一
五
?
二
〇
ミ
リ
グ
ラ

ム
が
新
鮮
、
三
〇
～
四
〇
ミ
リ
グ
ラ

ム
か
初
期
腐
敗
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

テ
ス
ト
の
結
果
、
他
区
の
も
の
で

は
、
初
期
腐
敗
に
達
し
て
い
る
干
物

が
三
点
(
あ
じ
の
開
き
)
あ
り
ま
し

た
か
、区
内
の
あ
じ
・
さ
ぱ
に
つ
い

て
は
、
初
期
胃
敗
に
達
し
て
い
る
干

物
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
(
表
二

参
照
)

ま
た
、
小
売
店
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
y
卜
と
の
比
較
で
は
、差
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

全
体
的
に
、干
物
の
鱗
度
状
態
は

お
お
む
ね
合
格
と
い
え
ま
す
。

表 二 鮮度テスト結果

計
量
器
検
査
の

事
前
調
査

営
業
に
は
か
り
を
使
用
し

、

毎
年
検
査
を
受
け
て
い
る
万
に

は
、
区
か
ら
調
査
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
は
か

り
を
取
引
上
や
証
明
上
の
計
量

に
使
用
の
方
は
、(
月
ニ
ト
日
(

水
)
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

問
合
せ
先
　
消
費
生
沢
係

販
売
状
態
・

加
工
日
等
の
表
示

食
品
、
特
に
魚
は
販
売
状
態
な
ど

か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
調
査
の
結
果
で
は
表
三

の
よ
う
に
、
冷
蔵
状
態
で
は
な
く
、

店
頭
に
陳
列
し
て
販
売
し
て
い
る
店

が
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

冷
蔵
し
な
い
で
販
売
し
て
い
る
店

の
魚
の
鮮
度
か
特
に
落
ち
る
と
い
う

よ
う
な
結
果
は
出
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
水
分
か
鮮
魚
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
な
く
、
細
菌
の
繁
殖
を
お
さ
え
ら

れ
な
い
た
め
、
鮮
魚
を
取
り
扱
う
場

合
と
同
様
に
冷
蔵
販
売
さ
れ
る
こ
と

か
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
加
工
日
・
製
造
口
の
表
示

は
、
消
費
者
か
食
品
を
選
ぶ
大
切
な

目
安
に
な
る
も
の
で
す
が
、表
三
の

よ
う
に
表
示
の
あ
る
も
の
は
少
数
で

し
た
。

さ
ら
に
、
表
示
し
て
あ
る
も
の
の

中
に
は
、
購
入
日
と
同
じ
日
付
の
も

の
も
か
な
り
み
う
け
ら
れ
、
包
装
さ

れ
た
日
が
加
工
日
と
し
て
表
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
真
の
加
工
日
・

製
造
日
と
の
閧
に
は
ズ
レ
が
あ
る
よ

う
で
す
。

表三 販売・表示( 7 区)

購
入
時
の

注
意
点

▽
選
ぷ
時
は
、
冷
蔵
庫
や
低
温
ヶ
I

ス
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

つ
や
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
″

う
▽
皮
か
む
け
て
い
た
り
、
目
玉
の
取

れ
て
い
る
も
の
は
避
け
た
い
も
の

で
す

▽
加
工
年
月
日
の
な
る
べ
く
新
し
い

も
の
を
選
ひ
ま
し
冫
つ
。た
だ
し

、

こ
れ
は
小
売
店
で
小
分
け
包
装
を

し
た
日
付
と
思
わ
れ
ま
す
か
ら
、

や
は
り
鮮
度
を
よ
く
目
で
確
め
る

こ
と
が
大
切
で
す

▽
購
入
後
は
、
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る

に
し
て
も
、
あ
ま
り
長
期
間
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
I

つ
。
特
に

夏
場
は
、
早
く
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
七
〇
一

一
三
九
一

消
費
者
相
談

買
い
物
相
談
、
苦
情
相
談
、
そ

の
他
消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
を
、
専
任
の
消
費
者
相
談
員

が
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
相
談
を
さ
れ
る

と
き

は
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
い
く
ら
で

買
っ
た
の
か
、
ま
た
メ
ー
カ
ー
名

や
型
式
・
製
造
番
气

ラ
ベ
ル
・

レ
シ
ー
ト
類
を
確
認
の
う
え
、
な

る
ぺ
く
現
物
を
添
え
、
苦
情
内
容

は
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

相
談
日
　
毎
週
月
昭
日
?
金
曜
日

午
前
十
時
?
午
後
四
時

※
な
お
、
電
話
に
よ
る
相
談
は
、

消
費
者
テ
レ
ホ
ン

八
七
〇
-
一
三
〇
一

へ
ど
う
ぞ
。

8月1日から
千住地区の住居表示

が変更になりました

実
施
区
域
　
千
住
河
原
町
、
千
住
仲

町
、
千
住
一
丁
目
、千
生
四
丁
目
、

千
住
五
丁
目

実
施
年
月
日
　
昭
和
五
十
五
年
(

月

一
日

主
要
官
公
署
の
住
居
表
示
実
施
後
の

所
在
地
　
下
表
の
と
お
り

新
住
居
番
号
の
使
用
　
旧
の
「
番
地

'
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
新
し
い
倖

居
表
示
番
弓
を
正
し
く
使
用
し
て

く
だ
さ
い
、
　
《
住
居
表
示
係
》

第32次住居表示実施区域内関係官公署所在地変更一覧表

お気軽にご利用ください

消費者センターで図書貸出

消費者問 題の参 考に

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
に
こ
た
え
て
、
図
書
資
料
室
の
単
行

本
と
雑
誌
を
貸
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

蔵一
致
は
、
食
品
・
消
費
者
問
題
な
ど
の

本
を
中
心
に
約
三
百
冊
、
ま
た
他
の
消
費
者

団
体
や
機
関
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
非
売
品
の

本
、
雑
誌
な
ど
約
五
百
冊
あ
り
ま
す
。

消
費
者
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
や
洗
剤
、

食
品
、化
粧
品
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
、
消
費
者

問
岡
に
関
心
の
あ
る
方
(
中
学
生
以
上
)

賃
出
期
間
　
二
週
間
以
内

貸
出
冊
数
　
一
人
三
冊
ま
で

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　
　
(
七
〇

一
一
三
九
一

屋
外
広
告
物
講
習
会

屋
外
広
告
物
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
屋
外

広
告
の
営
業
所
に
は
こ
の
講
習
会

の
修
了
者
が
い
る
こ
と
、
屋
外
広

告
業
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
、
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
十
四
日
(
水
)
・
二

十
五
日
(
木
)
、午
前
九
時
三
十

分
?
午
後
四
時
十
五
分

場
所
　
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
区
民
会
館

資
格
　
屋
外
広
告
業
に
携
わ
っ
て

い
る
方

定
員
　
三
百
名

受
講
料
　
三
千
円

申
込
期
間
　
八
月
十
(
日
ヱ
ー
十

二
日

申
込
受
付
　
都
庁
第
二
庁
舎
一
階

ロ
ビ
ー
で
受
付
け
ま
す
(
郵

送
・
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は

受
付
け
し
ま
せ
ん
)

※
申
込一
は
、
東
京
都
都
市
計
画

局
建
築
指
導
部
監
理
課
、
ま
た
は

区
役
所
生
酒
洒
嘴
係
で
配
布
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
都
市
計
画
局
監
理
課
(

　
二
匸
〒
五
一
一
一

内

二
五一
四
匸
一
)
、
ま
た
は
区

役
所
生
清
環
境
係

工
業
用
ミ
シ
ン
技
能
講
習
会

日
時
　
九
月
盲
～
十
二
日
、午

前
十
時
?
午
後
三
時

場
所
　
内
職
補
導
所

定
員
　
十
五
名
(
先
着
順
)

受
講
料
　
無
料

申
込
受
付
　
(
月
二
十
五
日
(
月
)

午
前
九
時
か
ら

、

申
込
方
法
　
住
所
を
確
認
で
き
る

も
の
(
健
康
保
険
証
な
ど
)
を

持
参
の
う
え
、直
接
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
職
補
導
所
(

千
住
曙
町
三
九一
七

　
(
(
(
-

七
三
四
六
)

国
民
年
金
相
談

区
で
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る

疑
問
や
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
、

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
々
の
た
め

に
国
民
年
金
相
談
を
行
い
ま

す
。当

日
は
、
東
京
都
国
民
年
金
都

か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、
質
問
・

相
談
等
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
(
月
六
日
(
水
)
午
前
十

時
?
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
磁
室

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
安
全
映
画

区
で
は
、皆
さ
ん
の
交
通
安
全

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
交

通
安
全
映
画
(
1
6ミ
リ
)
と
映
写

機
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

町
会
・
自
冶
会
の
納
涼
映
画
会

や
子
供
会
の
催
し
怐
と
あ
わ
せ
て

映
画
を
上
映
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
規
に
購
入
し
た
映
画

▽
お
年
寄
り
の
交
通
安
全
(
桂
米

丸
師
匠
の
解
説
)

▽
ム
ー
ミ
ン
と
交
通
安
全

▽
交
通
の
な
か
の
こ
ど
も
(
マ
マ

の
交
通
安
全
教
育
)
な
ど

こ
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ま
で
講
入

し
た
フ
ィ
ル
ム
が
四
十
本
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
貸
出
し
希
望
の
方
、
先
着
三
十

組
に
、
飲
料
会
社
提
供
に
よ
る
三

角
定
規
を
百
佃
差
し
あ
げ
ま
す
。

く
わ
し
く
は

、交
通
安
全
係
へ
。



区 の お 知 ら せ第515 号( 3)

保
健
・
衛
生

胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

□
胃
の
検
診

対
象
　
区
内
在
住
の
膺
三
十
五
歳
以

上
の
方
で

、
過
去
一
年
以
内
に
冐

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

検
診
日
・
場
所
・
定
員
　
左
表
の
と

お
り

《
注
意
事
項
》
胃
の
手
術
を
し
た
方

や
胃
病
で
冶
家
中
の
方
、
妊
娠
し
て

い
る
方

、
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
検
診
で
き
ま
せ
ん

□
子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
区
内
在
住
の
膺
三
十

歳
以

上
の
万
で

、
過
去
一
年
以
内
に
子

官
が
ん
の
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
検
診
日
・
場
所
・
定
員
　
左
表
の
と

お
り

《
注
意
事
項
》
生
理
中
の
万
や
婦
人

科
医
で
治
療
中
の
方
は
検
診
で
き
ま

せ
ん

費
用
　

い
ず
れ
も
、
無
料
(
精
密
検

査
が
必
要
な
場
合
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
)

申
込
期
限
　

い
ず
れ
も
、(
月
丿
日
(

当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
法
　

い
ず
れ
も
、(
ガ
キ
記

入
例
(
下
図
)
を
参
考
に
し
て
、

往
復
(

ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
遇

と
な
り
、
ま
た
希
望
口
以
外
の
日
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、

】枚
の
(
ガ
キ
で
胄
の

検
診
と
子
宮
か
ん
の
検
診
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先
　

い
ず
れ
も
、

保
健
セ
ン
タ
ー
(
　
(
五
五
-
　

四
一
五
一
)
へ

ハガキの記入例

子宮がん検診の場合は、「子宮がん検診希望」と書く

胃の検診

子 宮 が ん 検 診

小
児
心
臓
検
診

東
京
都
で
は
、心
臓
病
の
疑
い

の
あ
る
未
就
学
児
を
対
象
に
、専

門
医
師
に
よ
る
検
診
と
医
療
相
談

を
行
い
ま
す
。

期
間
　
九
月
～
十
月
の
各
日
曜
日

場
所
　
後
日
、
申
込
者
に
通
知

対
象
　
都
内
在
住
で
心
臓
病
の
疑

い
の
あ
る
未
就
学
児
章

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
(
保
護
者
と
児
童
)
、児
童

の
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
左
記
へ

申
込
期
限
　
(
月
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
衛
生
局
母
子

衛
生
課
(

〒
1
0
0
千
代
田
区
丸

の
内
三一
五
-
一
　
　
二
匸
一
-

五
一
二
　

内
線
二
(
-
二

四
二
)

ひろば

☆
サ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
・
サ
マ
ー
'
8
0

(第
二
回
足
立
音
楽
祭
)

日
時
　
(
月
十
日
(
日
)
正
午
闘
場

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
(
竹
の

塚
駅
下
車
徒
歩
五
分
)

定
員
　
三
百
名

※
会
場
の
都
合
で
、
整
理
券
を
発
行

し
ま
す
。

主
催
　
音
楽
祭
実
行
委
員
会
、
足
立

サ
ー
ク
ル
連
合

後
援
　
区
教
育
委
員
会
、区
青
少
年

委
貝
会

問
合
せ
先
　

脇
島
真
佐
人
　
　
九
一

四
一

七
六
七
七
(
午
後
五
時
ま
で
)

☆
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
講
習
会

(
月
下
旬
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
(

月
下
旬

、
午
後
六
時
?
九

時
(

約
二
週
間
)

場
所
　
千
住
桜
木
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

対
象
　

身
体
障
害
者
、
一
般
区
民

定
員
　
約
五
十
名
(
先
一
順
)

費
用
　

一
万
円
(
会
楊
費
別
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
身
体
障
害
者
福

祉
サ
ー
ク
ル
　
戸
鳥
　

　
(
八
一

一
(

一
九
八

☆
足
立
区
民
大
学
友
の
会
第
一
回
講
演

金

日
時
　
(
月
十
日
(
日
)
午
後
一
時

三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
(
竹
の

塚
駅
下
車
徒
歩
五
分
)

テ
ー
マ
・
講
師
　
足
立
の
伝
説
1
棚

網
保
司
、
足
立
の
民
話
-
田
山
雅

章
定
員
　
七
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
科

申
込
・
問
合
せ
先
　
友
の
会
　
　
(

五
〇
一
五
(
【

】

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

日
時
　
(
月
三
十
日
<
土
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
二
卜
分

場
所
　

心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
(

竹
の
塚
駅
下
車
徒
歩
五
分
)

対
象
　
一
般
区
民

定
員
　
五
十
名
(
費
用
無
料
)

講
師
　
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー

木
谷
宜
弘

申
込
期
限
　
(

月
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
社
会
榻

祉
協
議
会
　
　
(
(
(

土

五
五

〇

投
稿
規
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
(
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内
　
▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)を
明
記
　
▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可
　
▼
掲

載
、不
掲
敏
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
　
▼
締
切
り
は
発
行

日
の
一
ヵ
月
翳
　
▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
　
1
2
0千住
一
丁
目
四
-

一
八
)

福祉事業あんないお
年
寄
り
の
方
に

敬
老
金
を
贈
呈

R
で
は
、
九
月
丿
五
H
の
「
敬
老

の
日
」
に
、
お
年
寄
り
の
長
寿
を
お

祝
い
し
て
漓
七
十
五
歳
以
上
の
方
に

敬
老
金
を
お
贈
り
し
ま
气

対
象
　
九
月
十
五
日
現
在
、
区
内
に

居
住
す
る
膺
七
十
五
歳
以
h
の
万

<
明
治
三
十
(
年
九
月
十
六
日
以
　

前
に
出
生
の
方
>

贈
呈
金
額
　

五
千
円

※
対
象
の
方
に
は
、(

ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
。(
月
初
旬
ま
で
に
届
か
な

い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

連
絡
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

保
護
世
帯
等
の

お
年
寄
り
に

お
こ
づ
か
い
を
贈
呈

区
で
は
、九
月
十
五
日
の
「敬
老

の
口
」に
、生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
七
十
歳
～
七
十
四
歳
の
お
年
寄
り

の
方
に
「
お
こ
づ
か
い
」
を
贈
呈
し

ま
す
。

対
象
　
九
月
十
五
日
現
在
、生
活
保

護
の
適
用
蔕
・
受
け
て
い
る
方
、ま

た
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る

膺
七
十
歳
?
七
十
四
歳
の
方
(
明

治
三
十
(
年
九
月
十
七
日
生
～
明

冶
四
十
三
年
九
月
十
六
日
生
)

贈
呈
金
額
　
二
千
円

※
対
象
の
方
に
は
、
各
管
内
民
生
委

員
の
方
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

生
活
保
護
世
帯
に

無
料
入
浴
券
を
支
給

区
で
は
、
こ
れ
ま
で
(
月
に
な
る

と
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
居
宅

の
方
全
員
に
無
科
入
浴
券
を
お
送
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
希

望
す
る
方
に
の
み
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
、
七
月
下
旬
に
該
当
世
帯
ヘ
ア

ン
ヶ
I
ト
用
紙
を
お
送
り
し

ま

し

た
。(
月
十
五
日
ま
で
に
回
答
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す

の

で

、お
早
め
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
民
生
係

現
況
届
を
お
願
い
し
ま
す

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

足
立
区
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
お

よ
び
、
福
祉
手
当
(
国
制
度
)
の
受

給
者
に
、(
月
十
日
頃
現
況
届
の
用

紙
を
お
送
り
し
ま
す
。左
記
の
期
間

内
に
郵
送
、
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
か

ら
両
手
当
の
現
況
屆
を
か
ね
た
用
紙

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

提
出
期
間
　
(
月
十
一
日
～
九
月
十

提
出
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

係
現
況
届
通
知
書
は
届
き
ま
し
た
か

児
童
扶
養
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
の
方

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
竃
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
、
現
況
届

手
桃
案
内
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
し

た
が
、
も
う
届
き
ま
し
た
か
。

現
況
届
案
内
通
知
に
は
、
あ
な
た

の
届
出
月
日
と
届
出
場
所
が
指
定
し

て
あ
り
ま
す
。指
定
さ
れ
た
日
に
「

案
内
通
知
に
I
か
れ
た
必
要
書
類
を

持
参
し
て
、
必
ず
手
続
き
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
を
し
な
い
と
、
こ
れ

以
後
の
手
当
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

□
手
当
支
給
は
八
月
十
一
日
か
ら

手
当
は
、(
月
十
一
日
か
ら
郵
便

局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

現
況
届
に
来
る
前
に
、手
当
証
書

と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
支
払
郵
便
局
へ
手
当
を
受
け

取
り
に
行
き
、
そ
の
後
に
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
現
況
届
案
内
通
知
か
届
か

な
い
方
、
指
定
さ
れ
た
日
に
都
合
で

来
ら
れ
な
い
方
は
、係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

定
時
払
い
の
お
知
ら
せ

福
祉
手
当
(国
制
度
)

昭
和
五
十
五
年
度
(
月
期
福

祉
手
当
(
国
制
度
)
の
、五
十

五
年
四
月
?
七
月
分
を
(
月
十

口
頃
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。受
給

者
の
方
に
は
、
別
途
支
払
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
3
)

徳
川
幕
府
は
、
士
・
農
・
エ
・

商
と
い
う
身
分
制
度
の
も
と
に
、

農
民
か
ら
と
り
た
て
た
年
貢
を
財

政
的
基
盤
と
し
て

、
幕
藩
体
制
を

維
持
し
て
き
ま
し
た
。
幕
藩
体
制

の
経
済
は
、
米
が
申
心
だ
っ
。た
の

で

、
農
民
か
ら
の
年
貢
米
を
い
ろ

い
ろ
の
理
由
を
つ
け
て
と
り
あ
け

て
い
ま
し
た
。
「
五
公
五
民
」
、

「
六
公
四
民
」
と
き
に
は
「
七
公

三
民
」
と
い
う
、
ひ
ち
ゃ
な
と
り

た
て
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

『
公
』
は
幕
瀋
で
あ
り
、
「
民
」

は
農
民
の
こ
と
で
す
。

「
慶
安
の
匍
ふ
れ
書
」(
一
六
四

九
年
)
に
も
、
「
百
姓
と
ゴ
マ
の

油
は
、
し
ぼ
れ
る
だ
け
し
ぼ
れ
」

そ
し
て
「
依
ら
し
む
べ
し
、
知
ら

し
む
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
意
味
の

方
策
が
し
め
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
し
て
当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、

風
水
害
、干
害
、病
虫
害
な
ど
の
災

害
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

一
粒
の
米
に
も
困
る
こ
と
が
、
毎

年
ど
こ
か
の
領
地
で
お
こ
っ
て
い

ま
し
た

。

こ
の
よ
う
な
非
人
間
的
な
あ
つ

か
い
を
さ
れ
、
苦
し
め
ら
れ
た
農

民
た
ち
は
、
瀋
主
に
対
し
直
訴
や

免
租
、
減
税
の
嘆
願
運
助
を
す
る

者
も
あ
ら
わ
れ
、
邀
に
は
一
揆
が

随
所
に
発
生
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
農
民
の
抵
抗
を
そ
ら

す
た
め
に
は
、
士
農
工
商
と
い
う

身
分
制
度
を
強
め
る
だ
け
で
は
ま

に
あ
わ
す
、
幕
府
や
雇
は
「
え
た

・
非
人
」
と
い
う
、
さ
ら
に
低
い

身
分
を
制
度
と
し
て
つ
く
り
、
農

民
た
ち
の
不
満
と
抵
抗
を
下
に
向

け
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
差
別
を
つ
よ
め
て
い

く
た
め
、
「
え
た
・
非
人
」
を
山

す
そ
や
河
原
ヽ
湿
地
や
巓
ぶ
ち
な

ど
、く
ら
し
に
不
便
な
と
こ
ろ
に

。

む
り
や
り
に
追
い
こ
め
て
い
き
ま

し
た
。
そ
こ
へ

、
主
家
を
失
な
っ

た
浪
人
や
、
年
貫
を
お
さ
め
ら
れ

な
か
っ
た
農
民

、
ま
た
政
治
の
き

せ
い
者
な
ど
が
身
を
よ
せ
て
き
ま

し
た
。
徳
川
中
期
の
元
禄
(
一
六
(
(

年
)

か
ら
事
保
(
一
七
一
六
)

に
か
け
て

、
全
国
的
に
そ
の
数
が

に
わ
か
に
ふ
え
だ
し
ま
し
た
。

幕
府
は
、
政
策
が
い
き
づ
ま
る

に
つ
れ
て
差
別
を
い
っ
そ
う
強
め

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
事
実
か
ら

み
て
も
、
政
治
的
に
部
落
が
つ
く

ら
れ
た
こ
と
が
う
な
ず
け
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は

、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

参加者を募集しています

心身障害者(児)体育祭

区
で
は
、
区
内
の
心
身
障
害
者
(
児
)

を
対
象
に
し
た
体
育
祭
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
十
(
日
(
日
)
午
前
九
時

三
十
分
闘
場

場
所
　
区
立
第
四
中
学
校
校
庭
(
雨
天
の

場
合
は
、同
校
体
育
館
)

資
格
　
区
内
在
住
の
心
身
障
害
者
(
児
)
、

ま
た
は
区
内
の
事
業
所
や
施
設
に
在

勤
・
入
所
し
て
い
る
心
身
障
害
者
(

児
)

※
申
込
用
紙
は
、
心
身
障
客
福
祉
係
の
ほ

か
、
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
(
月
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
係

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

私
道
の
実
態
調
査

区
で
は
、
町
づ
く
り
の
基
礎
賢

料
と
し
て
、
私
道
の
実
態
調
査
を

行
い
ま
す
。

本
年
度
は
国
道
四
号
線
の
西
側

に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
五
年
九
月

か
ら
昭
和
五
十
六
年
二
月
ま
で
の

間
に
私
道
の
実
測
を
行
い
ま
す
の

で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
建
築
指
導
課
調
査
係

水
洗
化
が
可
能
と
な
り
ま
す

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
ぴ
、
次
の
地
域
の
工

事
終
了
に
伴
い
、
水
洗
化
が
可
能

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以
内

に
水
洗
化
の
工
事
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

水
洗
化
可
能
地
域
　
青
井
二
丁
目

三

了

二
九
番
の
一
都
、
青
井

三
丁
目
二
九
～
二
一
・
三
三
・

三
四
・
三
六
・
三
七
番
の
一

都
、
青
井
四
丁
目
一
上
(
・
一

九
!
一
(
・
三
三
～
-
五
番
の

一
部
(
左
図
参
照
)

供
用
開
始
月
日
　
(
月
十
二
日

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
嘗
支
所
(

　
六
〇
二
1
八
(
二
二
)
、
ま

た
は
区
役
所
第
二
庁
舎
下
水
道

課
(

　
八
(
九
-
六
一
六
一
)

下水を排除・処理すべき区域と公共下水道施設位置図
足立区　青井二丁目. 青井三丁目. 青井四丁目( 街区符号)

昭和55 年
1
0月
1
日

国
勢
調
査

に
ご
協
力

く
だ
さ
い
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家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
い
参
加

区
民
大
運
動
会

区
民
の
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
一
環
と

し
て
、
体
育
の
日
(
十
月
十
日
)
に

千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
で
「
第
六
回
区

民
大
運
動
会
」を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
家
族
ぐ
る
み
、職
場
ぐ

る
み
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
、

数
多
く
の
種
目
を
用
意
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
日
(
体
育
の
日
)

午
前
九
時
?
午
後
三
時
三
十
分

た
だ
し
、雨
天
の
場
合
は
、
十

月
十
九
日
(
日
)
に
順
延

場
所
　
区
営
千
庄
新
橋
グ
ラ
ン
ド

種
目
　
左
表
の
と
お
り

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
民
謡
踊
(
区
内

婦
人
団
体
、
一
般
参
加
者
)
、区

立
中
学
校
生
徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏

申
込
方
法
　
事
前
申
込
種
目
に
つ
い

て
は
、
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
希
望
種
目
、
年
齢
(
十
月
十

日
現
在
)
、
性
別
、
学
年
、
出
張

所
名
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
込
受
付
期
間
　
(
月
五
日
光
二
十

一
日
(
先
着
順
)

注
意
事
項

▽
運
動
靴
を
必
ず
使
用
し
て
く
だ
さ

い
(
ス
パ
イ
ク
、
は
だ
し
で
は
出

場
で
き
ま
せ
ん
)

▽
出
場
は
、
一
人
二
種
目
以
内
に
制

限
さ
れ
ま
す

▽
飛
ぴ
入
り
種
目
に
つ
い
て
は
、
当

日
各
出
張
所
の
テ
ン
ト
で
申
込
受

付
を
行
い
ま
す

▽
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽
記
念
品
を
先
肴
一
万
名
に
さ
し
あ

げ
ま
す
。な
お
、
記
念
品
に
記
入

し
て
あ
る
番
号
に
よ
り
抽
遇
を
行

い
、
五
十
名
の
方
に
特
別
賞
を
さ

し
あ
げ
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
四
-
一
(
)

区 民 大 運 動 会 種 目

A 出張所単位でチーム編成
B 往復ハガキによる事前申し込み
C 当日会場で申込受付( 飛入り)
※ 16～19歳には高校生を含む。

区
民
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
(
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十

一
日
、
二
十
(
日
(
雨
天
順
延
)

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
(
時
か

ら
で
す

会
場
　
古
千
谷
グ
ラ
ン
ド

種
目
　
一
般
男
・
女

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
十
(

歳
以
上
の
方

参
加
費
　
一
チ
ー
ム
四
千
円

募
集
チ
ー
ム
数
　
五
十
七
チ
ー
ム
(

先
着
順
)

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
直
接

ま
た
は
郵
送
で
左
記
へ

申
込
先
　
足
立
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
(
苧
Ⅲ
古
千
谷
五一
四
⊥
(
、

佐
々
木
千
代
子
方
　
　
(
九
七
―

○
七
六
〇
)

※
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
を
、(
月
三
十

一
日
午
後
一
時
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
申
込
先
ま
た
は
体

育
課
へ
。

成
人
学
校

受
講
生
募
集

期
日
　
九
月
十
七
日
～
十
二
月
三
日

(
毎
週
水
曜
日
延
べ
十
二
日
間
)

時
間
　

午
後
六
時
三
十
分
?
(

時
三

十
分

所
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

科
目
・
定
員
　
▽
版
画
科
(
木
版
画

の
基
本
)
・・
、四
十
名
　
▽
山
と
自

然
科
・
三

十
名

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
成
人

費
用
　
受
講
料
は
無
料
(
た
だ
し
、

教
材
費
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法
　

往
復
(
ガ
キ
に
科
目
、

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、職
業

、電

話
番
号
を
明
記
し
、
文
化
係
へ
(

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
　
(

月
十
日
(
当
日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
四
-
一
(
)

星
座
を
お
ぼ
え
よ
う

天
文
ク
ラ
ブ

期
日
　
九
月
十
日
?
十
一
月
十
二
日

(
毎
週
水
曜
日
延
べ
十
日
閭
)

時
間
　
午
後
三
時
?
四
時
三
十
分

費
用
　
無
料

対
象
　
区
内
在
住
の
小
学
校
四
・
五

・
六
年
生

定
員
　
四
十
名

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
明
記
し
、
教
育
セ
ン

タ
ー
ヘ
(
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

申
込
期
限
　
(

月
九
日
(
当
日
消
印

有
効
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ

ン
タ
ー
(
〒
1
2
1竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五

上

二

　
(
五
〇
-
(
(

〇
一
)

心
身
障
害
児
の

就
学
相
談

来
年
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

予
定
で
、
心
身
に
な
ん
ら
か
の
障
害

の
あ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
、
就

学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
就
学
相
談
は
、
お
子
さ
ん
の

個
性
に
合
っ
た
教
育
を
行
う
た
め
の

も
の
で
す
。
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

対
象
　
7
来
年
四
月
に
ホ
学
杪
入
学

予
定
者
で
、
心
身
に
な
ん
ら
か
の

障
害
の
あ
る
区
内
在
住
の
幼
児
　

▽
現
在
、
小
学
校
六
年
生
で
、
来

年
四
月
に
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護

学
校
(
中
学
都
)
ま
た
は
、
区
立

中
学
校
心
身
陣
害
学
級
へ
進
学
を

希
望
す
る
児
童
　
▽
現
在
、
小
・

中
学
校
に
在
学
中
で
心
身
障
害
の

状
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
都
立

盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
ま
た
は
、

区
立
心
身
障
害
学
級
へ
転
学
を
希

望
す
る
児
貴
・
生
徒

申
込
受
付
期
限
　
(

月
二
十
五
日

申
込
方
法
　
電
話
で
ど
う
ぞ
。
く
わ

し
い
案
内
一

等
を
送
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
　

教
育
セ
ン
タ
ー

「
教
育
相
談
軣
　

　
(
五
九
―

九
五
三
一

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

病
弱
、
肢
体
不
自
由
、
そ
の
他
や

む
を
え
な
い
事
由
に
よ
り
、
義
務
教

冐
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
方
に
、
中

学
校
卒
業
と
同
等
の
資
格
が
得
ら
れ

る
認
定
試
験
を
哭
晧
し
ま
す
。

願
書
受
付
期
間
　
(
月
十
二
日
?
九

月
十
一
日

願
書
受
付
場
所
　
都
教
育
庁
学
務
郎

義
務
教
育
課
小
中
学
校
係

試
験
日
　
十
万

七
日
(
金
)

試
験
会
場
　
新
宿
区
立
教
育
セ
ン
タ

ー
(
新
宿
区
西
新
宿
一
一
二
三
-

一
〇
)

試
験
科
目
　
国
語
、
社
会
、数
学
、

理
科
、
外
国
語
(
英
語
ま
た
は
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
)

問
合
せ
先
　
都
教
育
庁
義
務
教
育
課

小
中
学
校
係
(
　
二
匸
〒
五
一

一
一
内
線
四
四
上
一
匸
一
)
、
ま

た
は
区
役
所
学
事
係

暑
さ
に
負
け
ず
ス
ポ
ー
ツ
を

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セン
タ
ー

じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
を
か
く

夏
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
お
も
い
き

り
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

団
体
利
用
は
ニ
カ
月
前
か
ら
受

付
、
電
話
の
予
約
も
で
き
ま
す
。

□
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う
と

す
る
方
へ

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
個

人
利
用
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
指

導
員
の
い
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
す

の
で
問
い
合
せ
の
う
え
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
継

続
の
方
へ
回
数
券
を

ス
ポ
ー
ツ
で

レ
ー
ニ
ン
グ
継

続
の
方
に
お
得
な
回
数
券
を
発
売

し
て
い
ま
す

。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金

千
円
(
百
円
券
十
三
枚
綴

り
)

利
用
種
目
　
体
育
館
団
体
利
用
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
除
く
個
人
利

用

(
な
お
、
各
利
用
料
金
は
、
高

校
生
以
上
二
百
円
、
中
学
生
以

下
百
円
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ
四

百
円
)

□
テ
ニ
ス
練
習
ボ
ー
ド
の
個
人
利

用従
来
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
の
方

が
練
習
用
に
利
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
八
月
か
ら
個
人
利
用
が
で
き

ま
す
。
一
人
で
も
練
習
が
で
き
、

技
術
の
マ
ス
タ
ー
に
最
適
で
す
。

利
用
料
金
　
一
人
一
時
間
百
円

利
用
方
法
　
受
付
で
利
用
券
を
購

入
し
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
受
付
へ

提
示
し
て
く
だ
さ
い

※
な
お
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
者

の
練
習
ボ
ー
ド
使
用
は
、
佃
人
利

用
者
優
先
と
な
り
ま
す
。

□
な
ぎ
な
た
コ
ー
ス

初
心
者
の
方

、
あ
な
た
も
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
(
月
九
日
(
土
)
か
ら
毎

週
土
曜
日
、午
前
十
時
～
正
午

場
所
　

剣
道
場

指
導
　
区
な
き
な
た
連
盟
、
上
圷

指
導
員

参
加
費
　
二
百
円
(
施
設
使
用
料
)

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
、一

話

で
左
記
へ
。
経
験
者
も
ど
う
ぞ

◎
以
上
の
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
(

　
(
五
九
-
(

二
-
一
)
へ
。

掲
示
板

お
さ
ら
い
教
室

指
導
員
募
集

小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
、
学

習
(
算
数
・
国
語
)
の
た
め
の
教

室
を
開
い
て
い
ま
す
。
二
学
期
に

む
け
、
教
職
の
経
験
・
賢
格
の
あ

る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
左
記
へ
。

問
合
せ
先
　
足
立
区
高
齢
者
事
業

団
事
務
局
(
　
(
七
〇
上
(
二

ニ
ヨ

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ

発
売
中

十
月
一
日
は
都
民
の
日
で
す
。

今
年
も
こ
れ
を
記
念
し
て
、
カ
y

パ
の
バ

。
ジ
を
発
売
し
て

い
ま

す
。

頒
布
価
格
　
単
品
・・・
百
円
、
五
色

セ

。
卜
・・一
五
百
円
、

頒
布
場
所
　
区
役
所
一
階
受
付
(

単
品
の
み
)

、
五
階
広
報
課

お
よ
ぴ
第
二
庁
舎
管
理
係

問
合
せ
先
　
広
報
課

※
な
お
、
今
年
は
、
大
東
京
拏
二

十
五
周
年
に
あ
た
り
、
初
回
か
ら

今
回
ま
で
の
記
念
バ
'
ジ
を
セ

。

卜
に
し
た
も
の
を
予
約
販
売
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
都
民
生
活
局
広

報
部
都
民
行
事
課
(

　

二

二
-

五
一
一
一

内
線
二
四
上

言
二
)

都
立
職
業
訓
練
校

十
月
入
校
生
募
集

応
募
資
格
　
職
業
に
必
要
な
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
方
は
、
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
期
限
　
(
月
十
九
日

選
考
日
時
　
昼
間
苧
人
月
二
十

五
日
(
月
)
午
前
九
時
、
夜
間

都
・人
月
二
十
五
日
(
月
)
午

後
六
時

訓
練
期
間
　
一
年
ま
た
は
六
ヵ
月

そ
の
他
　
科
目
お
よ
び
募
集
人
員

は
各
訓
練
校
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、
次
の

各
職
業
訓
練
校
へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

足
立
　
　
六
〇
五
上
(
一
四
六

江
戸
川
　
　
六
五
三
―
匸
三
一

大
田
　
　
七
四
四
1
一
〇
匸
二

亀
戸
　
　
(
(
三
-
○
三
四
一

赤
羽
　
　
九
〇
九
-
(
三
三
三

み
ん
な
で
守
ろ
う

き
れ
い
な
川

み
ん
な
の
川
を

み
ん
な
で
大
切
に

ご
応
募
く
だ
さ
い

ミ
ス
東
京
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
資
格
　
都
内
在
住
、在
動
、

在
学
の
十
(
歳
!
一
十
歳
ま
で

の
未
婚
女
性
で
、
一
年
間
都
の

公
的
行
事
な
ど
に
参
加
で
き
る

方
(
行
事
は
月
平
均
五
回
、
年

六
十
件
ぐ
ら
い
)

受
付
期
限
　
八
月
二
十
日

申
込
方
法
　
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
(
都
民
生
活
局
・
東
京
新
聞

事
業
局
に
あ
り
)
に
必
要
事
項

を
書
き
入
れ
、
写
真
を
は
っ
て

左
記
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
都
民
生
活
局

広
報
部
都
民
行
事
課
(
　
ニ
ー

ニ
ー
五
一
二

内
線
二
四
-

二
三
一
)

警
視
庁

警
察
官
募
集

試
験
日
　
▽
男
子
警
察
官
・
大

月

二
十
四
日
・
十
月
十
二
日
・
十

一
月
十
六
日
　

▽
婦
人
警
察
官

・・・
十
月
五
日

試
験
場
　

警
視
庁
警
察
学
校

募
集
人
員
　
男
子
警
察
官
・・・
千
四

百
三
十
名
、
婦
人
警
察
官
・
=百

二
十
名

※
受
験
申
込
書
は
、都
内
警
察
署
、

派
出
所
、駐
在
所
に
あ
り
ま
す

。

問
合
せ
先
　
警
視
庁
人
事
第
二
課

採
用
係
　
　
五
(
一
-
四
三
二
I

内
線
二
(
〇
一

生
徒
募
集

理
容
・
洋
裁
学
校

□
理
容
学
校
(
十
月
入
校
生
)

応
募
資
格
　
都
内
在
住
の
中
学
校

卒
業
以
上
の
方

修
業
期
間
　
昼
間
部
二

年
、
夜

閧
都・こ
年
六
ヵ
月
、
通
信
都

・・・
二
年

願
書
受
付
　
九
月
五
日
ま
で
に
所

定
の
提
出
書
類
(
理
容
学
校
に

あ
り
)
に
入
学
考
査
料
を
添
え

て
左
記
へ
持
参

試
験
日
　
九
月
七
日
～
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
京
都
理
容

学
校
　
　
二
九
=
〒
九
(
七
一

□
洋
裁
学
校
(
十
月
入
校
生
)

応
募
資
格
　
中
学
卒
業
程
度
の
学

力
の
あ
る
十
五
歳
以
上
の
女
子

課
程
　
本
科
、
高
等
科
、
手
芸
編

物
科
、
速
成
科

願
書
受
付
　
(
月
二
十
七
日
～
九

月
六
日
ま
で
に
所
定

の
願

書
(

洋
哉
学
校
に
あ
り
)
に
入
学

考
査
科
を
添
え
て
本
人
が
左
記

へ
持
参

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
京
都
芝
洋

裁
学
校
　
四
〇
九
-
二
四
四
五

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格
　
小
・
中
学
生

応
募
内
容
　
▼
新
し
く
楽
し
い
ア

イ
デ
ア
が
生
か
さ
れ
る
も
の
　

▼
美
し
く
使
い
'や
す
い
も
の
　

▼
材
料
は
自
由
　
▼
大
き
さ
は

一
辺
か
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
内
　

▼
一
人
一
点

応
募
方
法
　

作
品
の
適
当
な
箇
所

に
紙
を
貼
り
、
氏
名
、学
校
名

、

学
年
を
一

き
、
九
月
十
三
日
ま

で
に
学
校
を
通
じ
最
寄
り
の
鄲

便
局
へ
出
品
し
て
く
だ
さ
い

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
郵
便

局
へ
。み

ど
り
の
引
越

国
鉄
コ
ン
テ
ナ

(
月
は
引
越
し
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
全
国
輸
送
網
が
確
立
さ

れ
た
コ
ン
テ
ナ
の
ご
利
用
は
い
か

が
で
す
か
。

問
合
せ
先
　
国
鉄
隅
田
川
貨
物
営

業
セ
ン
タ
ー
　
　
(
〇
七
1
(

三
(
四

八
月
は
個
人
住
民
税
第
一

期
分
の
納
期
で
す
。忘
れ
ず

に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

お
礼

育
英
資
金
貸
付
事
業

の
た
め
に
と
、
次
の
方

か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
瀬
田
正
冶
さ
ん
(
梅
田
四
上
二

九
1
二
○
)

K. Y. S　237, 000


